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商法 採点基準  

 
問題１ １５点 
 形式的な点として、株主総会決議取消訴訟の見通しという設問に回答していることを求

める。そのうえで、決議取消事由の有無について、制度や判例を踏まえて検討しているか、

本件の具体的事案に沿った検討が行われているかという点に基本的な配点を与える。 
 甲社側の反論としては、出題趣旨に記載した全株主の同意のほかに、①C は DE 間譲渡に

同意したのだから C の主張は権利濫用である、②仮に当該１０%分について D の議決権行

使に問題があるとしても、C の解任決議は当該議決権相当分を除外しても十分な多数の賛

成によって成立している、というものも想定しうる。これらに対しても、制度や判例を踏

まえて本件事案を分析・検討していれば加点対象とする。 
  
  
 
問題２ １０点 
 手続の異同について、会社法の条文を引用しながら説明していれば、その要素毎に得点

を与える。 
 出題趣旨に記載した点の他に、譲渡（分割）対象となる「事業」の実質性要否（最大判

昭和４０年９月２２日民集１９巻６号１６００頁）や、譲渡（分割）の相手方が会社であ

る必要性の有無など、会社法の手続以外の異同についても加点要素とする。 
 


